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か
くV

資
本
主
義
の
存
續
す
る
限
り.、
勞
働
考
の
坐
活
狀
態
は•急
速
に
惡
化
し
て
行
く
で
あ
ら
ぅ。
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私
は
旣
に
ク
チン

ス
キ
ー
の
硏
究
の
漱
介
に
余
り
に
多
く
の
紙
數
を
於
し
過
ぎ
た
觀
が
あ
る
が
、
簡
單
な
結
び
の
言
葉
を
附
加
し
て 

筆
を
擱
き
度
.

s
と
思
ふ
。
 

.

,

彼
の
右
の
‘如
岩
實
證
的
硏
究
の
結
論
が
馨
，し
く
マ
ル
ク
ス
の
影
響
の
下
に
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
そ
^
ば 

マ
ル
.‘キ
ス
ト
と
し
て•の
被
に
吾
々
が
當
然
期
待
し
得
る
所.で
は

あ
.る
が
、
し
か
し
彼
の
こ
の
結
論
は
ま
た
彼
の
同
«

の
.树
究
セ
.あ
‘る
先 

•t
の
著
作
の
，內
に
は
全
く
來
め
得
な
い
。
蓝
し
く
は
少
く
と
も
明
瞭
に
表
明
さ

'れ
て
ゐ
な
い
所
で
あ
つ
て
、
冬
の
見
解.の
批
判
は
#

く 

措
き
、
M

s
の
法
目
し
：て
迓
る
べ
き
最
も
姐
耍
の
點
で
，あ
る
9
そ
し
て
|こ
，の
結
論
は
彼
の
硏
究
を
讀
、む
者
を
し
て
茧
栩
簡
單
;̂
得
ら
れ 

て
ゐ
，る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い.が
、
そ
れ
，は
一
般
に
勞
働
栽
階
級
史
，に
興
味
を
有
す
る
も
の
に
對
し
て
、
'ま
た
勞
働
者
問
題 

に
關
心
を
；持
つ
も
の
に
對
し
て
，無
視
し
得
な
い
硏
究
で
あ
r
、
.見
解
で
あ
る
。

-

唯
だ
私
は
彼
が
最
後
に
附
言
し
て
ゐ
る
所
の
、
勞
_
奪
の
狀
態
の
將
來
の

a
透
し
に
關
し
で
は
多
少
の
不
滿
を
持
つ^:
ゐ
.る
。
し
か 

し
そ
れ
に
對
す
る
批
判
は
別
の
機
會
に
讓b
度
い
と
思

ふ
。，
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S
truggle 

for 

Population, 

1
9
3
6

: m

生
率
玲
近
年
に
於
け
る$

.

な
低
下
士
、
延
い>1
:

將
來
人
ロ
激
減
の
苊
機
に
直
面
七0
-A
'あ
名
點
と
f
c
於
て
'は
、
英
國
孓
他
の
西
歐 

^

一
に
す
:4
ゃ
優
坐
學̂

2
々
_

9
§
n

a

l

o

f

 

E
u
g
e
n
i
c
s
,

 

s
o
c
i
e
t
y
)

か
.

「

昨
屯
こ
れ
一
が
對
策

0 ;

硏
究
を
決
す
，る
に
至0
た 

の
：
は
、
：
：最

近

：
の

岚

萌

の

重

汰

化

に

刺

截

名

れ

參

：
^

^
 

、

あ̂

人

口

：政

策

を

調

鸯

じ

、 

こ

れ

に»

い
.：て.適

當

な

：
る
#

段

を
_

立
.
.せ

ん

ふ

賦

み

た
0
'は
.極

め

て

賢

明

な

方

法

：で
：
あ

る

。

本

書

は

、

b

«>
.
;調

奄

を

参

托

さ

：れ

：た

グ

ラ

. 

ス
'氏
.の

報

吿

で

：あ

る

0

:

^は
；-
方

多
,<
:(
0
;理
論
的
爻
献
を
浊
獵
す
る
と
共
に
、
.
他
方
自
ら
西
歐
諸
國$:
歷

訪

：し

そ 

者
を
巧
み
に
纏
め
上
げ
食9
、本
書
は
赛
文
六'章
、§

誅
、

」

統
：計
表
ソ_

及
が
：ガ
^,
ル
--
'
*̂

^

，
第
—

章
ば
英
蘭
及
ゥf

ル
ス
.
.の

人

ロ

：耿

態
; ^

歌
述
し
、
所
謂
人
ロ
の
危
機
を
說
明
す
る
。
前
世
紀
中
葉
の
一
芄
菸
の
自

^

せ

⑽
^

ば
 

'今
日
で
注
ハ%

以
下
ま
降
っ
た
。
出
坐
摩
は
：三
五%
か
ら
一
六
乃
至
一
七.
%
.に
、
.坐

產

苹

齡

婦

人

，
の

洲

產

碓

は

H

ハ0
瓠

か

：ら

六
£

%

'
 

に
低
下
し
た
。

工a

ッ
ド
•
チ
ャ
ー
ル
ス.嬢
の
計
箅
に
據
れ
ぜ
、

一
九
ー
ニ
五
年
ー
ハ
ー

=

の
現
在
人
口
叫
〇
、
五
六
三
、
〇0

〇
は
、
西
年 

後
の
ニ
〇
1ニ
沍
年
に
は
、
最
も
有
利
な
假
定
の
卞
に
於
て
も
、
三
三
，
五

7 \
_五
、
〇
〇
0
,
に
、
最
も
不
利
な
假
定
、の
下
に
於
て
は
僅
か
四
？
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一.3.、四'

v 

.

,四
.一一六、〇
G
oに
減
沙
す
る,0
最
有
利
な
假
定
と
は
、
死亡率は 一

減̂
退
し
出
產
率
は
一
九
三一

年
の
.そ
れ
を
持
續
す
る
;i
,b
た 

場
合
で
あ
り
、最
不
利
な
假
矩
と
は
出
產
率
は
一
九
八
五
年
ま
で
、
死
亡
率
は
.

一

九六五非までは低下すると
.した場合で：ある。

 

'.若し出
產
率
死
亡
率
於
弗
に
一
九m

三
年の高さを荷續すると假定すれば
、.百年後の人口は約二千
萬、
仰
右̂二ケ：の假定 

p'r
M間となる‘。
グラス氏は寧ろこの最不利な假定が、少v

と
も
過
去
二
十
年
間
の歷
史から
見て、最も：ブ■ロバブ：：ル
だ
;<
?
: 

見
：てゐる。
第，ニ章は獨逸の人口政策を記述する。
そ
の
內
容
は
咋
年
±
1月
號
本
認
所
載
の
拙
稿
.

「

ナチス人ロ政策概論」

.:

ょ
り
も
著
し
く
簡
略
で
本
る
。
氏
の
扱
つ
た
も
の
-
は
主
と
し
て
婚
響
付
制
度
括
過
ぎ
ぬ̂
注
目
す
べ
身
は
、
氏
社
ー.九

三

，
三
年
第
ー
ー 

^

半

季

以

來0
出

生

：率

：の

增

加

が

'\
'
.獨
逸
當
局
0

主
張
す
名
が
.如
身
如
土
0

入
ロ
政
策
の
.繁
な
る
や
否
冷
ゼ
多
太̂

.で：ある0:即
名
坼
に
從
，へば、
不
诨
に
ょ
；つて.：延引された結婚 

一

時
に
實
硯
し
た
結
果
に
響
ず
、：その永 

:

續
的
效
架
.は期待し難：い：とぃ：ふ
0-
.でぁ：る0
 

.

.題
と
す
る
ヵ
文
明
國
と
し
て
：；は
墙
加
率
が
寧
ろ
異
常
に
高
い
-^
と
,'
>
>及
び
^:
ブ
ソ
リ
1

1
自
身
#:
て
は
熱
心
な
產
兒
制
限
論
箸
で
ぁ
つ 

た
こ
と
を
顧
れ
ば
、#
±:
:利
ぬ
大
規
模
な
人
1
!增
加
政
策
の
行
は
れ
つ'
ぁ
.各
の
は
甚
だ
思
不_
に
思
.は
れ
る
'0
併
し
グ
ラ
ス
の
言
ふ 

如
く
、
大
人
ロ
る
な
も
の
が
同
國
の.帝
國
主
義
的
政
策
.の
唯
一
の.辯
護
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、
如.上
の
：疑
間
は
容
#
に
水
醉
，す
る
で
ぁ 

ら
う
。
同
國
の
政
策
は.、
消
極
的
な
も
：の
と
し
て
は
獨
身
者
税
、
避
姙
及
び
墮
胎
防
止
法
！：共
に

'1

九一
1

六
年
以
來
實
施)

を
擧
げ
う
ベ 

く
、
積
極
的
な
も
の
と
し
て
は
大
家
族
.に
對
す
る
免
税
又
は
減
稅

(
4

九
ニ
八
年)

、
母
子
保
護
法(Q

p
e
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a
z
i
o
n
a
l
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ezione 

della 

M
aternity e 

d
e
l
r
l
n
f
a
n
z
a
)

を
擧
げ
う
る
。
同
時
忆
、
人
口.の
都
市
集
中
I

こ
れ
は
必
然
出
生
率
をK
下
せ
し
め
る

• 

. 

> 

. 

—

.

.
, 

. 

. 

' 

. 

.

. 

.

.

. 

.

.

.

. 

• 

.

.

. 

»
. 

- 

!

•'
.
- 

.

.

、
■•

——

を
防
止
す
る
爲
に
、

一
九

一.1

五
平
農
業
の
振
興
策
を
樹
立
ず•夺
に
至
.っ
.た
？
.斯
か
る
手
段
に
ょ
っ
て
ム
ッ
ソ
リ1
，一
は
將
來
六
千

萬
'の
人
：ロ
を
獲
耨
せ
ん
：と
す
る«>
で
あ
る
：が
、,：縱
來
の
-*
績

を

見

る

、：界

て
'も
：忽
ち
元
の
永
準
に
復
獮
す
る
傾
き
が.あ
り
、
.從

''
0
て
«

ム
ッ
ぃ
ソ
リ1

»
5D
.目
的
は
，
 

實
現
さ
れ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
猶
ほ
仞
太
利
政
府
.の
發
表
す
る
人
ロ
統
訐
に
多
大
の
虛
僞
の
介
祛
す
る
こ
と
は
、
グ
ラ
ス
氏
の
.持
に
摘
發

し
：ズ
ゐ
る
|と
ヒ
ろ
.で
あ
る
0'

り

: 

.

、

.
 

.

.

.

.

. 

. 

. 

. 

•

:
:次
0
第
^

の
.兩
宵
十
に
論
ぜ
ら
れ
る
家
族
支
給
制
度
ハ̂
日
^

A
1104anc:es)

は
、
.ダ
ラ
ス
氏
の
中
心
的
鞸
題
で
あ
る
。
第
四
章 

で
は
そ
め
贺
肷
を
、
第
雀
摩
凍
は
そ
：の
：效
果
支
述
ベ
て
ゐ

石

;0
.

«̂>
:*
族
^

^
':
;
<
!
:

は

、

家
族
扶
養
^
助
^
る
^
に
''
;;:
'
-«
銀

と

'
は

別

に
,,
'
> 

且
づ
.賞
銀
^
添
へ
て
與「：へ

5

ら
れ
名
■
助
金
女
指
す
；の
：で
あo,
.
て
、
主
と
;1
.
‘て
:#
_
西
及
び
白
序
義
0
兩
國
に
普
及
し
て
ゐ‘る
。
い
ま
鄉 

蘭

0
に
就
て
；見
る
に
、
激
め‘は
企
業
家
の
湓
痛
生_
的
施
設
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
一
九
三
ニ
年
に
至
つ
て
法
令
化
さ
れ
た
の
で
あ

ろ

; «
1

--
^
處

中

,'
'
#

價

囊

：に:«
む
勞
働
黄
に
對:1
,ひ
グ
.；ル
ン

が

、.支

れ

は;^
^
各

地

杧

漕

及

；
し

':
>
_家
も
*
年
#
四

千

；
五

浪

沬

双

.下
0
^

^

束

に

對:;
1>ノ
^̂
^

法

. 0

支
給
老
衔>

に
室
っ̂

。

モ
ル
ビ
ア
ン:#
1

,«
>

ぶ
':
1

エ
シ
で
は
、
斯
か
る
^

給
を
嫌
ひ
獨
身
勞
働
者
を
觀
双
す
名

■

•

る
に
®

み
、 

r

^

l
- A
#

n

年
_

金」

め

制
' «
|:

施
け
た
:'
0

:2
:

: *

は
雇
主
が
直
接
に
支
給
金
を
亥
拂
ふ
代
ャ
に
、
豫
め
右
碁

«

に
拂
込
：み
を
爲
し
、
：
 

間

！̂

勞

働

渚

杧

支

拂

：
ふ

汸

爲

ヤ

，
あ

名

;?
*

逢
の
挪
込
額
は̂

^

働
者
數
石
：此
例
オ
_
:
ら
々
泡
弊
害
は
容
易 

.
:'
^

: 0

論
搜
.頻

〔

癒

殼

：の
；潔
0

'示

ず

通

尤'/
'
;單
に
物
價
騰»

に
對
處
す
る
爲
の
方
使
に
過
.ぎ

な

か
, 0

衣 

,
勵
0

効

愛

：名̂

め̂

認
：め

ら

れ-1
;
>
終

虼
- -

九

三

！
一
年
三

母
：； 1

日
波
，雜

さ

れ

、
そ
の
翌
年
の
十
月
以
來
實
施
ぶ
れ
：る
：に
，至
っ
た

o 

こ
れ
に
依
つ
ま
暴
る
產
業
及
び
職
業
に
擴
大
さ
れ
、
十
四
歲
以
下

(

場
合
に
ょ
っ
て
は
十
六
歲
以
下

)

$

子
女
を
有
す.る
纖
て
9
;從
業
：
. 

員
が
こ
0
;恩
«

に
裕
す
る
事
と
な
っ
た
0

即

ち

所
. #

の
如
何
に
係
社
ら
ず
' 

又
國
歸
の
如
何
を
問
は
な
い
の
也
あ
る
、
支
給
の
：時
又
は
，
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五
八 

C
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方
法
に
就
て
は
別
段
の
規
定
は
無
い
が

.

、
概
し
て.
郵
便
爲
替
に
、よ
つ
て
直
接

.

に
.

母
に
渡
す
や
ぅ
で
あ
る
。

' 

こ
れ
亿
要
す
る
資
金
は
农
然 

靡
主
.

よ
り
徴
集.
さ
れ
1

前
記
の
恶
金
に
繰
&

ま
れ
る
。
但
し
鐵
道
、
鑛
，山
及
び
公
圑
體
、

.

に
，限
り
、
‘

直
接
雇
主
か
ち
支
給
さ
れ
る

;.
0

i
:

般 

-

に
雇
主
の
負
檐
は
、
工
業
で
は
總
賃
銀
の
約
ニ

^

、
農
樂
で
は
三
乃
至
四
^

で
あ
る。

‘
‘

甶
眾
璣
に
行
は
れ
る
も
の
も
大
體
に
於
て
は
お
と
同

.じ
で
#
る
。
獨
逸
に
も
亦
同
種
の
'

の
#
在
す
る
事
は
、
上
記
の
拙
稿
M

o! 

い
-
:て
見
ふ
れ
た
い
。
淇
他
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
又
は
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
如
き

.國
々
に
も
類
以
の
制
度
が
あ
.る
。
. 

' 

.

斯
か
る
制
度
が
果
し
，て
產
兒
獎
勵
の
効
银

Iを
擧
げ
ぅ
る
か
否
か
は
、
グ
ラ
ス
氏
に
從
へ
ば
、
極
め

.て
疑
問
で
あ
る
。
大
歌
中
か
ら
こ 

のp

度
を
適
用
し
つ
、
あ
る
ミ
シ

V

ラ
ンH

場
の
•發
表
に
よ
れ
ば
*
右
エ
場
の
勞
觐
苕
家
庭
の
出
坐
率
は
同
地
ガ
の
そ
れ
の
ニ
倍
乃
至 

•ニ
倍
半
に
達
し
、

一
見
こ
の
.制
度
の
効
艰
を
襄-#
き
す
る
如
く
で.あ
る
が
、
併
し
出
坐
率
は
各
年
齡
階
級
に
よ

0
て
當
然
#'
,る
.：の
，で
：あ 

る
か
ら
、
募
働
笤
の
年
齡
糨
成
が
同
時
に
發

•表
^
れ
な
い
，以
上
は
、
何
等
の
結
論
も
得
ら
れ
な
，い
管
で
あ
る
グ
ラ
ス
氏

.の
評
算
；に

«
办ば:'
»

;:現竣め：制
度
は
逢
最
書
育
，の：負»
議
識
;.
1
>得
^
,̂
^
^

斯
く
て
氏
は
略
.
/
/次
の
如
含
結
論(

第
六
章)
に
‘到

键

し

た
.°
積
極
的
方
面
，ヤ
は'
他
の
諸
國
，の

贊

繁

ら

大

い

：に
參
考
と
な
る
べ
.き

' •

は
少
>

^

%

現
柱
の
と.と
ろ
認
め
難.い
。
镯

逸

に

實

今
y

- ^

効
跟
が
親
は
れ

K

ゐ
名
が.そ

れ

は

韧

國

；
の

.偫

殊

：
の
.事
情
#
基
乂
も
め
で 

永
續
佛
効
果
ば
疑
は
し

い

。

併
し
消
極
的
方
面
で
は
幾
多
0 .

敎

訓

餐

見

し

：得
る
。
第
ー
'
に
、
：.出
生
率
減
退
_の
原
因
が
經
濟
的
要
因
に 

來
る
と：

ず
れ
ばr 
:育
兒
.赝

, 0
-

:
四

分
--
-
*そ
'で
_

.

め
療
族
支
給
制
度^汾
^

:す
る̂

也
ま
: &

ぅ
0

.

.;
^

靜
太
利
0

:

響

稅

の

，
如
き
ー
は
’

畜

犬

*

に
;:
?

>

»

ば
; ^

义

.

^

で

あ

る

か

ら

、

天

受

威

カ

は

? >

り
得
な
い0

何 

；

扒
に
ん
て方

/

親
行
ゃ
各
穷
策^
^

人

ロ: ^
: ^

率
減̂

の
«

因̂

觸
机
.

て̂

な
^

:«

因

会

、
大
家
族
に
伴
ふ
失
費
で

^

る
が
、
：
•併

':
'

u
^

''
^

^

単
に
子
女
養
育
费
の
み
を
隹
味: ^
#

^

^

ち
眞
' ^
.原

因

：と

は

、
殆

ん

：

'^

凡
ゆ
る
；社
會
層
に
於
て
、大
家
族
よ
り
も
h

家
族
を 

: #

つ

事
. ^

布
利
と
せ
し
‘め
-る
が
如
き
各
種
要
因
を
線
合
し
た
も
の
で
あ
る
o

例
へ
ば
住
宅
、
敎
育
、
社
交
又
は
親
樂
の
如
き
も
の
は
、 

太
：象

族
' >

姆

つ

人

，々
-
に
取
つ
て
は
常
忙
不
利
で
あ
る
、
.，即
ち
對
策
は
斯
か
る
不
利
：の
鑛
正
に
.遡
ら
ね
ば
教
ら
ぬ0
同
時
に
今
日
の
人
ロ 

現
樣
忙
及
け
る
一
恃
質
た
る
人
ロ
の
都
市
集
中
な
る
も
の
は
、
：
特
別

'に
硏
究
ざ
れ
ね
ば'な
ら
ぬ
:°
,
都
市
人
：ロ
に
出
生
率
の
俄
ハ
の
は
一 

.

.か
海
嗜
; «
_

尊
漬
ヤ̂

^

遽

课
^

1

屢

_

;-
*

ぬ

性

還

そ

ぅ

ヤ
;^
る
':
0

_

.

又

は

^ :
等

か

特

殊
0

都
市
文
明
の
--
*

部
た
る
も
の
で 

あ
る
か
は
大
い
に
問
題
と
さ
れ
て
よ
い
。

s
p：

様
に
，
社
會
の
各
階
級
：又
は
職
業
に
よ
る
出
生
率
の
相
違
は
、
採
る
べ
き
政
策
に
重
大
な 

關
係
が
あ
ら
ぅ
。
時
に
、
出
坐
率
の
货
下
が
ニ
策
例
な
の
か
、
又
は

' ^

る
年
齡
階
級
の
夫
妻
の
間
に.の
み
顯
著
な
の
か
に
從.つ

て

、
.
全 

く
異
る
對
策
を
必
毁
と
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

右
に
よ
つ
.て
グ
ラ
ス
氏
の
要
旨
は
盡
き
た
と.
-,
^
は
れ
る
0
'即
ち
大
體
に
於
て*
伐
の
態
度
は
懐
疑
的
で
あ
り
、
政
策
樹
立
の
以
脉
に 

先
づ
充
分
に
_ 

'
因

■つ

•て

來

^

原

区

及

-^
そ

の

發

_
0
,
樣

態

..，-を

硏

究

、.す

.べ 

'
き

_を

要

求

す

：る
.

も
<2
>
.で
.あ
，.る
。
.
併

し

本

書

の

.

：價
値
咕
、
：本
文
よ 

り
は
寧
ろ
卷
宋
の
ニ
十
艽
岚
に
丑
る
豐
富_な
註
釋
、に
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
中
で
氏
は
人
口
理
論
に
關
す
る
知
識
^
文
献
と 

を
盡
し
て
遺
憾
が
な
い

9

で
あ
る.

o

人
口
問
題
•に
關
心
を
有
す
る
人
々
に
取
つ
て
逸
す
可
ら
ざ
る
.も
の
で
あ
る
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モ
ノ
グ
ラ
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刊
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さ
れ
ズ
ゐ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
自
然
科
學
及
び
赞
學
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す
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で
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0
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近
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コ
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^

^
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未
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少
い
言
葉
で
ぁ
ら
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。
，
私
は«:
へ
て
之
^
-經
:^
測
定
«」

と

驛

し

.て

ゐ

る

が
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そ
*
が
適
當.
か
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か
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經
驗
的
銃
評
的
方
法
に
傰
す
る
：こ
と
な

<

、.
雨

者

を

打

，
つ
；
そ

1

^

と

し

た

渾

然

贫

る

新

體

系

を

求

め

ん

と

す

..る

も

^

^
 

來
0

杣
廣
御
為
激
理
經
濟
學
^

銃
計
的̂
|

^

の.
上
：忆
塞
礎
づ
け
ん
と
す
る
試
み
に
外
な
：

/

^

:

い
^

で
あ
る0
;

t

(p
w

の
要
望
は
近
時
頓 

忆
各
國
に
鐵
頭
し
來
り
ノ
前
記
の

k

b

ク
メ
ト
リ
：タ
ク
響
な
る
國
際
的
擧
會
の
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に
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例
べ

'

ば
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逸
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ー
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な
る
學
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が
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は
漸
次
學
界
の
法
貝
を
惹

v

に
至
つ
た
。
と
れ
ら
學
會 

の
生
選
は
經
濟
理
論
及
が
銃
計
學
办
世
界
的
擧
.嘗

集

め

た

冬
.の
：で

、
：經

濟

測

定

.學
に
對
す
冬
氣
運. 0
如

何

：
に

屬

厚

：な

.
3
か

を

肯

.か 

i
 
め

：
る

に

充

分

で

、
於

る

。

パ.
,

：,
.'frl':

パ
:
.
'
,
-'
.
V.'

ミ
：,.

V

ル
ネ
•
ド

ィ

氏

浪

怫. ^
西
：に
於
け
る
ヒ
の
傾
询
の
中
心
人
物
で
あ

^
、
酶

に
.

：ズ
九
三
五
年
、
：

£

拄
ら6
5

;

£

0侶
^

下
に
、
經
濟
指
數
、
，
需
ぼ
法
則
及
び
需
要
弾
カ
^
に
關
す
る
極
め
ヤ
興
味
ぁ
る
硏
究
を
議

.L
て
力
る
。
^

處
來
紹
介
电
ん
と
す
る
氏 

、

の
近
著
は
，「

直
接
消
費
財」

に
對
す
.る
需
要
の
.硏
：究
を
主
題
と
す
る
も
の
で
、
前
著
の
續
稿
と
見
'て
差
支
べ
.
な

：
ぃ

と

思

は

れ

る

0
:
:
パ

へ
本
論
忙
人
る
杧
先
ち-̂
氏
は
バ
.ン
ル
ザ
'

H

及
び
ボ
ナ
ン
*
レ
の
所
說
に
.依
據
し
て
經
濟
學
の
數
量
的
性
質
と
數
量
野
方
法
の
必 

一

然

性

を

強

調

す

る

。

そ

の

：賺

事

實

か

：ら

遊

離

せ

：る

--
*
:
:
鄭
の
柚
象
的
方
程
式
女
以
て
經
濟
現
象
の
餘
明
を
命
て
ん
と
し
た
.ジ

ぶ
 

X
又
は
'ヮ
ル
ラ
ス
等
の
ft
理
經
濟
蓽
が
.、
ヾ
今
日
如
何
に
し
て
經
驗
的
事
實
即
ち
統
計
的
^

^
背
景
を
^
耍
と
す
る
に
萆
つ
^

か
を
說 

く
0
併
し
今
日
の
.經
濟
學
は
>
:量
の
問
題
を
^
視
ず
名
ど
こ
ろ
か
寧
ろ

反
®
?

に
、
こ
れ
を
不
當
に
高
ぐ
說
價
し
過
ぎ
る
傾
き
が
あ
り
は 

し
な
い
か
。
惟
ふ
に
數
量
の
重
要
さ
は
、
.こ
れ
|:
如
何
に
誇
張
：し
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
で
、
事
實
吾
人
の
生
活
は
終
始
數
量
に
よ
つ
.て 

律
せ
ら
れ
る
と
：言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
.併
し
數
量
は
畢
竟1

ケ
の
便
宜
手
段
た
シ
に
也
ま
り’
物
の
本
質
た
る
事
は
出
來
な'
/* 

の
で
あ
る
0
然
ら
ば
ル
ネ
氏
が
パ\

ル
ヴ
JC
.
の
次
の
ユ
節
を
引
用
し
セ
：こ
：れ
に
賛
意
を
表
し
て
ゐ
る
の
は
、
私
の
大
が
に

^:
び
と
す
る 

4

と
6
ろ
で
办
る
0
日
く
”
ー
會
に
し
て
い
へ.ば
*
數
學
的
！̂
論

は

よ

り

容

易

に

且

つ

よ

り

正

確

に

へ

數

量

的

资

«'
の

質

的

結

果

を

導

出
 

〈

す
.る
爲
の
±
次
的
手
段
た
、る
に
過^;
な
5
,
0
^
.
ゆ

中

途

：
の

推

論

に

於

て

は

、
.

そ
れ
自
身
矢
張
0
:
質

的&:
脾
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採
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述
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述
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。
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總
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